
第7回FORUM8 Design Festival 2013

連載

TAROの海外建築教育レポート Vol.4
CADモンキー･ブルース／NEW LAB @ Brooklyn Navy Yard

地盤FEM解析エンジニアリングのための入門講座 Vol.2
地盤FEM解析入門

イエイリ・ラボ 体験レポート Vol.18
UC-win/Road・エキスパート・トレーニングセミナー

都市と建築のブログ Vol.22　シンガポール：赤道直下の都市国家

イベントレポート

ROBOTECH展 次世代ロボット製造技術展
3Dプリンターシンポジウム　他

新製品紹介

UC-1 エンジニア・スイート／橋脚の復元設計計算
杭基礎の設計 Ver.11／基礎の設計計算 Ver.11　他

HOT NEWS

HPCI システム利用研究課題「京」産業利用枠に採択
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7th

本 社 移 転 記 念

2013 9/18 Wed - 9/20 Fri

品川インターシティ A棟 21F フォーラムエイト
ホール／会議室

メインホールでの  セッションを、T V会議全国6会場
（フォーラムエイト大阪・名古屋・福岡・仙台・札幌・金沢）
にて中継します。

The 12th 3DVR Simulation Contest on Cloud

クラウド投票！ 投票期間：9.7 Sat～9.17 Tue　　審査会：9.18 Wed

VRcon.forum8.jpにアクセス
または TOPのバナーをクリック！ ®

本社移転記念
ネットワークパーティ& 書籍出版披露

プレミアム会員ユーザご招待
9.19：UC-1 / Engineer's Studio®
9.20：UC-win/Road

2013.9.19 Thu 9.19 Thu ー9.20 Fri

 2013.9.19 Thu The 12th 3DVR Simula on Contest

特別講演 ｢コンピュータグラフィックスの発展と今後への期待と課題｣
フォーラムエイト 特別顧問／元NEC 副社長　川村 敏郎 氏

●第12回3D・VRシミュレーションコンテスト オン・クラウド 各賞発表と表彰式

｢第12回３D・VR シミュレーションコンテスト オン・クラウド各賞発表と表彰式｣
司会：アンビエントメディア 代表／フォーラムエイト非常勤顧問　町田 聡 氏

The 14th  VR Conference

●第14回UC-win/Road協議会　ジェネラルセッション

2013.9.19 Thu 

特別講演1 ｢デジタルカメラを用いた即時的かつ柔軟な３次元復元｣
東京工業大学 大学院理工学研究科 機械制御システム専攻 教授　奥富 正敏 氏

特別講演2 ｢3D･VR･ARの新たな展開｣   
三次元映像のフォーラム代表／デジタルハリウッド大学 大学院 特任教授　羽倉 弘之 氏

特別講演3 ｢３D プロジェクションマッピング最新事例、今後の展開｣
クリスティ・デジタル・システムズ 日本支社 支社長　半澤 衛 氏

●第14回UC-win/Road協議会　ドライビングシムセッション

特別講演4 ｢予防安全情報処理分野におけるシミュレーションの活用｣
愛知県立大学 情報科学部 教授　小栗 宏次 氏

特別講演5 ｢ICT技術の進展とシミュレーション活用の今後｣
慶應義塾大学 理工学部 管理工学科 専任講師　松本 修一 氏

特別講演6 ｢高性能モーションを用いたシミュレータ・試験装置事例｣
日本ムーグ株式会社 アプリケーション エンジニア　増野浩二 氏

「最先端表現技術利用推進協会」発足について
三次元映像のフォーラム代表／デジタルハリウッド大学 大学院 特任教授　羽倉 弘之 氏

テクニカルサポート

展示コーナー 6Kデジタルサイネージ・ドライブシミュレータ　他



2013.9.19 Thu The 7th Design Conference

特別講演1 ｢地盤FEM解析のためのモデリング技術｣
群馬大学 理工学研究院 環境創生部門 助教　蔡 飛 氏

●第7回デザインコンファレンス　地盤セッション

特別講演2 ｢UWLC2D、3Dの実務への適用｣
株式会社NOM 代表取締役社長　大河内 保彦 氏

特別講演3 ｢擁壁の設計における「GeoFEAS」活用例｣
株式会社ブルドジオテクノ代表取締役　花田 俊弘 氏

特別講演4 ｢汎用土石流シミュレータKanakoを適用した土石流解析の事例紹介｣
京都大学 農学研究科森林科学専攻 助教　中谷 加奈 氏

●第7回デザインコンファレンス　耐震・防災セッション

特別講演5 ｢入門講座『都市の地震防災 ー地震・耐震・津波・減災ー』｣
東京都市大学 教授　吉川 弘道 氏

特別講演6 ｢地震災害は何故起こるか、どのように立ち向かえば良いのか｣
東電設計株式会社 防災グループマネージャー　福島 誠一郎 氏

特別講演7 ｢空間情報とシミュレーション技術による安全・安心への挑戦｣
セコム株式会社 IS研究所 空間エンジニアリンググループ　足達 嘉信 氏

特別講演8 ｢BCP策定の必要性と基本的な考え方について｣
株式会社ヒルベット・ソリューション 代表取締役　小山 隆 氏

The 7th Design Conference

●第7回デザインコンファレンス　設計解析セッション

2013.9.20 Fri 

特別講演1 ｢コンクリート構造工学と水－短期・長期性能評価－｣
東京大学大学院 工学系研究科 教授　前川 宏一 氏

特別講演2 ｢Engineer's Studio®による数値シミュレーションとケーススタディ｣
グラナダ大学（スペイン） 地震工学グループ　Jesus Donaire Avila 氏

特別講演3 ｢３次元FEMモデルを用いた配水池の耐震構造解析の有効性と耐震性能評価について｣
パシフィックコンサルタンツ株式会社　矢部 博康 氏

株式会社解析技術センター　石合 雄志 氏

●第7回デザインコンファレンス　土木・CIM セッション

特別講演4 ｢CIMの現状と実現を目指す理想像｣
株式会社大林組 土木本部本部長室情報企画課／JACIC、CIM技術検討会委員　杉浦 伸哉 氏

特別講演5 ｢道路・橋梁・トンネル・舗装技術の過去～現在～未来、CIMの導入への対応｣
道路・舗装技術研究会 理事長　稲垣 竜興 氏

●第7回デザインコンファレンス　建築・BIM セッション

特別講演6 ｢グローバルな視点を持つ建築・都市デザインとデータコミュニケーション｣
慶應義塾大学 教授　池田 靖史 氏

特別講演7 ｢DesignBuilder、EnergyPlus による建物空調エネルギー解析｣
アズビル株式会社 技術開発本部 基幹技術開発部　近田 智洋 氏

特別講演8 ｢MultiframeのAutomation機能を利用した構造形態の解析｣
東京電機大学 未来科学部 建築学科 教授　朝山 秀一 氏

特別講演9 ｢BIMソリューションAdvance Steel/Concrete2013 の最新機能、事例、データ連携性｣
グレイテック社 アジア太平洋地域統括ディレクター　Pascal Bergougnou 氏

●VDWC/CPWC セッション 「VRまちづくりシステム」プレゼンテーション
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Users Report
ユーザー紹介／第 102 回

Up&Coming102 号 ユーザー紹介6

創業 60周年を経、
幅広い分野で業界をリード

パシフィックコンサルタンツ株式会社

URL● http://www.pacifi c.co.jp/

所在地●東京都新宿区

事業内容●橋梁をはじめとする道路構造物の設

計や維持管理／交通系全般の事業に関する交通シ

ミュレーションと評価、津波避難シミュレーション

User
 Information

パシフィックコンサルタンツ株式会社
交通基盤事業本部構造部／
マネジメント事業本部交通政策部

走行型計測車両（YouTube 同社公式チャンネル「Pacifi cConsultantsJP」『走行型トンネル点検車に
よる成長戦略の提案』 より）

交通基盤事業本部構造部橋梁設計室
次長　伊藤靖氏



Up&Coming102 号ユーザー紹介 7

ICTベースに独自の強みを形成

構造部：フォーラムエイトの
各種製品を基本に集約

左から、交通基盤事業本部構造部複合技術室主幹　小沼恵太郎氏、橋梁保全室課長代理　大宅克幸氏、橋梁第一室課長代理　東洋平氏



Users Report
ユーザー紹介／第 102 回

Up&Coming102 号 ユーザー紹介8

交通政策部：交通系での蓄積を基に
津波避難シミュレーションの開発へ

CIMの実用化を踏まえた今後の対応

左から、マネジメント事業本部 交通政策部 交通戦略室　札本太一氏、
マネジメント事業本部 交通政策部 交通政策室　吉池輝雄氏　

津波避難シミュレーション（YouTube同社公式チャンネル
「Pacifi cConsultantsJP」『防災を支援する津波避難シミュレーション』 より）

CIMの課題・メリット（YouTube同社公式チャンネル「Pacifi cConsultantsJP」
『パシフィックコンサルタンツ株式会社におけるCIMの取組み 』 より）



Up&Coming102 号ユーザー紹介 9

YouTube同社公式チャンネル「Pacifi cConsultantsJP」トップページ

オフィスにて記念撮影



Up&Coming102 号 ちょっと教えたいお話10

部分係数法とは、性能照査手法の一種です。土木学会 コンクリート標準示方書 2012 年制定 設計編
に記載の限界状態設計法と同様に、各限界状態における荷重係数等を設定して計算を行うことになり
ます。フォーラムエイトでは、平成 24 年道路橋示方書のプログラム対応と同様に、迅速に基準類への
対応を行う予定です。

部分係数法



Up&Coming102 号TARO の海外建築教育レポート 11

■著者プロフィール

楢原太郎氏（ニュージャージー工科大

学 建築デザイン学部 准教授）は、米

国マサチューセッツ工科大学、ハーバー

ド大学で学び、現在はニュージャージー

工科大学で教鞭を執られています。大

学教育の現状やコンピュータ、デザイ

ンなどの専門分野の動向などを現地か

らレポートいただく企画です。

Vol.4

■著

楢原

前回は、米国の大学での熾烈なポスト争い事情と併せ、安価で容易な電子工作を
実現する Arduino を取り入れたワークショップを紹介しました。今回は、同国
内の組織設計事務所における CADオペ事情や、様々なクリエーター達が集まる
新たなラボとして注目を集めるブルックリン・ネイビーヤードを紹介します。

TAROの 
海外建築教育レポート
～日本人プロフェッサーが見たアメリカ大学事情～

CADモンキー・ブルース
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TAROの海外建
築教育レポート

Up&Coming102 号TARO の海外建築教育レポート 13



VOL.24 ［鹿児島県］

Up&Coming102 号 橋百選14

阿久根市と出水郡長島町の間にある黒之の瀬戸は、日本三大急潮の一つであ
り交通の難所である。町民の夢、本土と直結する橋は、昭和49年に完成した。本橋
は、昭和41年に完成し、当時鋼トラス橋としては、世界最長支間300mを誇った天
草パールライン1号橋（別名：天門橋）と同型式同形状である。多くの離島が散在す
る九州で、架橋事業は正に住民の夢希望であり、生活の安心、離島からの開放が
証明され、住民にとっては嬉しい橋でもある。なお、県が管理する橋梁ランキングで
は、本橋は支間長ナンバー１で、本橋に続く、2位以下は、 大明神橋、吹上浜サン
セット橋、鶴原大橋、第２有明橋がある。

鹿児島市内の甲突川に架かる5つの石橋の代表格であり、江戸
時代の城下町整備として、名工岩永三五郎によって架橋され、現在
は近隣地の「石橋記念公園」に移設され、市民はもちろんのこと、
鹿児島の歴史や観光名所として親しまれている。上流より「玉江
橋・新上橋・西田橋・高麗橋・武乃橋」があり、昭和28年に県の有
形文化財に指定されている。唯一、残念なことに平成5年の集中豪
雨で武之橋、新上橋が流出された。鹿児島を訪ねた時は必見の橋
である。

天保山橋

西田橋

7

1

旧橋は昭和10年建造されたRC橋で、美しい和風高欄と灯籠風
親柱は見事であったそうな・・災害復旧で新橋へ架替もそのもの
を使用し、その河川両岸は、桜の名所として人と川、そして橋との
ふれあいで市民の広場となっている。天保山の橋名は天保年間に
甲突川の氾濫を防ぐ為川の土砂を積み上げて造られたことが由来
である。

橋長 ● 115.8 ｍ 幅員 ● 13.8 ｍ

黒之瀬戸大橋2

橋長 ● 502 ｍ（中央 300m） 幅員 ● 7.0 ｍ

明治17年より以前は「永吉橋」として、2連アーチ橋でした。大正2年に3連アー
チに改築され近郊の浜田石と呼ばれる擬灰岩が使用され、これらの石材供出には地
元の小山田、加世田、永吉の石工達が総掛かりで参加したそうだ。昭和54年に指定
文化財となり、近隣周辺が公園としても整備され、市民に親しまれ、憩いの場となっ
ている。九州には、多くの「石橋」が今でも健在であるが、橋本体も価値あるものの、
是非、小説《石工》を紐解きながらの、歴訪がお薦めである。

橋長 ● 49.5 ｍ 幅員 ● 6.2 ｍ

橋長 ● 44 ｍ 幅員 ●4.6 ｍ

浜田橋6



ＮＰＯ法人 シビルまちづくりステーション
http://www.itstation.jp/

Up&Coming102 号橋百選 15

鹿児島県は、総面積の約27％が「奄美・離島」が占めており、その為、離
島開発の視点より多くの橋がある。そんな中、高速道路は内陸部の山間部を
切り拓き、建設され、殊に橋梁建設は架設工事が大きな課題である。この今
別府大橋も、山間の狭隘な場所に建設され、架設工法も【トラベリング　エ
レクション　ガントリー工法】が採用され、世界で最初であった。

橋長 ● 118.5 ｍ 幅員 ● 9.8 ｍ

今別府川橋3

広域農道整備事業の一環と
して昭和55年度に建設された
志布志湾（有明湾）に連なる
菱田川に架っている。橋を含
む渓谷美は近隣に滝もあり、
赤い橋の印象的で素晴らしい
光景で楽しまれている。

有明橋

橋長 ● 212 ｍ 幅員 ● 8.3 ｍ

4 建設当初は「税金の無駄・島民１
戸に１億円」は過剰投資と非難論調
も、本橋開通で生活形態は様変りし、
農業生産も大幅アップとなり、公共事
業効果大なることが証明された好事
例である。今日も島内で獲れた農作物
や漁獲満載の車がこの橋を通過して
いる。

伊唐大橋

橋長 ● 675 ｍ 幅員 ● 11.0 ｍ

5

新曾木大橋9

平成23年11月に開通した本橋は、曽木の滝の下流300ｍに位
置し、高さ70mの主搭から張り出したケーブルで橋桁を支える斜
張橋である。この橋には、3.5mの歩道も整備されており、「曾木
の滝公園」からの景色とは異なる巨岩と滝の迫力ある絶景を一望
出来、楽しめる。

橋長 ● 204 ｍ 幅員 ● 10.5 ｍ

当県は、台風来襲が多く災害防止が責務であり、その為早崎防災事業として事前
通行規制解消策と建設された。規模は3径間連続鋼床版バランスアーチ橋としては、
九州では第一位、全国的にも、大阪の「新木津川大橋」「夢舞大橋」に続く、第3位の
規模である。架設は、日本最大の起重機船（海翔4,100t吊）での一括架設するクレー
ン工法でした。本橋の完成により、国道220号線の安全通行が確保され大隅半島の
活性化、産業や観光に大きな役割を果している。

橋長 ●381 ｍ 幅員 ●11.0 ｍ

牛根大橋8
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誌上セミナー

 はじめに

 地盤FEM解析の必要性

■図01　掘削が及ぼす既設構造物の影響解析例

■図02　パイプラインが及ぼす既設構造物の影響解析例

■図03  トンネル掘削が及ぼす既設構造物の影響解析例

地盤FEM解析エンジニアリングのための

誌上セミナナー

入 門 講 座

新版・地盤
FEM解析入門

第
2
回
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地盤FEM解析エンジニアリングのための入門講座　Vol.2

■表1  地盤FEM解析を導入されている設計基準

■表2  仕様規定型と性能規定型設計の特徴

 地盤FEM解析の体系

ダルシー則
質量保存則

外力
有効応力の原理

浸透流解析

静的
全応力
解析

静的
有効応力
解析

動的
有効応力
解析

動的
全応力
解析

力の釣合い
適合条件
構成則

慣性力
なし

慣性力
あり

■図04  有限要素法による地盤解析体系の概略

 適用範囲

 地盤FEM解析の種類

地盤FEM解析エンジニアリングのための入門講座　Vol.2
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誌上セミナー

企画

基本計画概略調査

詳細設計

施工時調査

設計

施工

竣工

事前解析

浸透流解析

動態解析

事後解析

■図05  建設事業と地盤調査及び地盤FEM解析の関係

 数値解析の流れと誤差

現実の
システム

数学
モデル

離散化
モデル

離散化
解

理想化 離散化

FEM

求解

数値誤差

離散化＋数値誤差

モデリング＋離散化＋数値誤差

■図06  数値解析の流れ
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地盤FEM解析エンジニアリングのための入門講座　Vol.2

 地盤FEM解析ソフト

■図07  地盤FEM解析ソフトのプリプロセッサ、ソルバー、
　　　  及びポストプロセッサの主な機能

プリプロセッサ
・  モデル作成
・  メッシュ分割
・  解析ステージ設定
・  材料特性入力
・  境界条件の入力
・  荷重の入力

ソルバー
・  要素内の変位分布を規定する
近似関数（形状関数）を導入

・  要素剛性マトリックスを作成
・  全体剛性マトリックスを要素剛性マトリックスの
重ね合わせにより作成

・  荷重と境界条件を導入
・  連立一次方程式を解き、節点で
主未知量（変位）から算出

・  二次的な量（例えば、ひずみや応力など）を
主未知量（変位）から算出

ポストプロセッサ
・  解析結果の図化
　（ベクトル図、等高線、時刻歴図、アニメ等）

 今後の講座

 出版書籍

「新版・地盤FEM 解析入門」
2013年9月19日刊行予定

監修：鵜飼 鶏三
 　　  （全日本地すべり学会会長 , 群馬大学教授）
著者：蔡 飛
　　   （群馬大学助教）
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　   Delphi® XE4

®

®

®

■ Delphi®を使用した
　  UC-win/Road SDKによるPlugin 開発

®

®

■  Delphi®を使用した Engineer's Studio® SDK
　  によるPlugin 開発

®

®

®

®

® ®

® ®

入力
画面 計算 結果

データ
結果
画面

Engineer’ s Studio Plugin SDK

開発環境（C,C++,VBA,Delphi,etc）

入力
データ
API

■  iOSへの対応

®

®

®

®

®

　   Delphi® XE4APPLICATION
最新ソフト情報

APPLICATION&HARDWARE
INFORMATION

2013-No.4

最新ソフト＆
　　　デバイス情報
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■  出力方式

熱溶解積層法

インクジェット法

粉末固着積層法

粉末焼結積層法

光造形法

■  最新機種

■  ３Ｄプリントサービス

■  今後について

　   最新３Ｄプリンタ事情　   最最新３Ｄプリンタ事情HARDWARE
最新デバイス
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http://www.itsworldcongress.jp/japanese/ 

開催目前の「第20回 ITS世界会議東京2013」
とフォーラムエイト

世界最先端の ITS 技術が一堂に、
2日間の一般無料公開も

今回会議でのフォーラムエイトの出展概要

®

“ITS世界会議東京2013”に向けて“ITS世界会議東京2013”に向けて

ネットワーク・マルチドライバー対応

自動 能

Vol.7

®
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「
Ｉ
Ｔ
Ｓ
世
界
会
議
東
京
２
０
１
３
」
に
向
け
て

ETCの普及を支援、広がる新たな活用の可能性

■ITS関連サイト紹介



7th

本 社 移 転 記 念

9/19 Thu　  1F ホール ホワイエ　 
本社移転記念ネットワークパーティー
書籍出版披露

イベント詳細・申込み ➡ www.forum8.co.jp/fair/fair.htm

9/19 Thu　  1F ホール

9/20 Fri　  1F ホール

第12回3DVRシミュレーションコンテスト
                          ・オン・クラウド審査会

第12回
3DVRシミュレーションコンテスト
                ・オン・クラウド表彰式
 

第14回UC-win/Road協議会
○ジェネラルセッション
○ドライビング・シム セッション

第7回デザインコンファレンス
○設計解析セッション
○土木・CIMセッション

第7回デザインコンファレンス
○建築・BIMセッション
○VDWC・CPWCセッション

UC-win/Roadテクニカルサポート

第7回デザインコンファレンス
○地盤セッション
○耐震・防災セッション

UC-1、ESテクニカルサポート

B1F 会議室

9/17Tue-9/18 Wed　 A棟 21F フォーラムエイト 

UC-winRoad エキスパート・トレーニングセミナー

A棟 21F フォーラムエイト
1F ホール ホワイエ

9/19 Thu-9/20 Fri
展示コーナー

B1F 会議室

小型3Dプリンタ

9/18 Wed　 A棟 21F フォーラムエイト 

Vol.13Vol.13

®

おにいさん
設計エンジニアの
ユーザさん

おにいさん
設計エンジニアの
ユーザさん

おにいさん
設計エンジニアの
ユーザさん

おねえさん
「倉人冴子」（くらうどさえこ）
どうもフォーラムエイトの
社員らしい

おねえさん
「倉人冴子」（くらうどさえこ）
どうもフォーラムエイトの
社員らしい
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クラウド投票！ VRcon.forum8.jpにアクセス
または TOPのバナーをクリック！

投票期間：9.7 Sat～9.17 Tue　審査会：9.18 Wed

®



３D・VRをクラウドで！
（登録商標 第 5445551号）
2012 年 9月10日リリース

®

®

®

◆経産省クラウド研究事業採択！
◆第８回CSAJ アライアンス大賞 特別賞受賞！
◆a3S：クラウド伝送ライブラリ特許出願中

®

®

NEW

®

® 品川駅から品川インターシティまでの
アクセスルートを体験！

®

® http://www.forum8.co.jp/product/ucwin/VC/VC-taiken.htm

※表示価格はすべて税別です。　※製品名、社名は一般に各社の商標または登録商標です。

®

第1回 学生クラウドプログラミングワールドカップ
■応募期間：2013年 10月1日（火）－10月10日（木）［必着］
■表彰式：2013年11月21日（木）　会場：目黒雅叙園 2階 舞扇

開発キット（SDK）によるクラウドアプリのプログラミング技術を競う！セミナーの
ご案内

UC-win/Road SDK／
　 　  VR-Cloud® SDKセミナー（有償）
2013/9/26（木）参加費：18,000円（税別）　
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FORUM8 HOT NEWS 2013.07-08

HOT NEWSNo. 1

UC-1シリーズの２製品について
パッケージソフトウェア品質認証制度（PSQ）を取得

羽倉弘之氏（三次元映像のフォーラム代表）の呼びかけにより
「最先端表現技術利用推進協会」発足

HOT NEWSNo. 2
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HOT NEWS

日経産業新聞トップ面に「複数写真から3Dデータ」記事掲載
東工大 奥富教授と共同開発中のUC-win/Road活用システム

スパコンクラウド神戸研究室・ファクトリを開設
HPCIシステム利用研究課題「京」産業利用枠に採択！

HOT NEWSNo. 

®

®

4

HOT NEWSNo. 3

ultramicrodatacenter.comultramicrodatacenter.com
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シンガポールへ
　シンガポールは赤道直下の都市国
家。マレー半島の先端に位置し、淡路
島ほどの面積しかない小さな島国。古
くから西洋と東洋の文化が融合してき
たこの地は、建国後、精力的に国づくり
を推進し、国民一人当たりのGDPは日
本を凌ぐ。
　今年5月、CAADRIA2013のため、
13年ぶりに訪問したシンガポール（写
真１）。訪問すると、がらっと変化して
いたことを実感した。7月に訪問した様
子を併せてご紹介しよう。

マリーナベイの開発
　シンガポール川の河口に位置する、
マリーナベイ（Marina Bay）。2000

年に訪問した頃は確か、埋立地が広が
っていた。それ以前は埋立地もなく、青
い空と海をバックにマーライオンが白く
輝く姿がシンガポールを代表するイメ
ージだった。
　現在では、マリーナベイを囲むように高

層ビルが立ち並び、正面にはマリーナ
ベイ・サンズ（Marina Bay Sands）。
高さ200m、3棟の高層ビルの最上部
を船形のスカイパークが乗っかった象
徴的なフォルム。空に浮かぶ展望台か
らはシンガポールが一望できる。

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

１　CAADRIA2013集合写真

 福田知弘氏による「都市と建
築のブログ」の好評連載の第22回。毎回、
福田氏がユーモアを交えて紹介する都市
や建築。今回はシンガポールの3Dデジタ
ルシティ・モデリングにフォーラムエイト
VRサポートグループのスタッフがチャレ
ンジします。どうぞお楽しみください。

大阪大学大学院准教授   福田 知弘

Vol.22
シンガポール：赤道直下の都市国家

1971年兵庫県加古川市生まれ。大阪大学大学院准教
授、博士（工学）。環境設計情報学が専門。国内外のプロジェクトに関
わる。CAADRIA（Computer Aided Architectural Design Research 
In Asia）学会 会長、日本建築学会 近畿支部常議員、NPO法人もうひ
とつの旅クラブ副理事長、大阪旅めがねエリアクルー。「光都・こうべ」
照明デザイン設計競技最優秀賞受賞。著書「VRプレゼンテーションと
新しい街づくり」「はじめての環境デザイン学」など。
ふくだぶろーぐは、http://d.hatena.ne.jp/fukuda040416/

大阪大 大 院 教
授、博士（工学）。環境設計情報学が専門。国内外のプロジェクトに関
わる。CAADRIA（Computer Aided Architectural Design Research 
In Asia）学会 会長、日本建築学会 近畿支部常議員、NPO法人もうひ
とつの旅クラブ副理事長、大阪旅めがねエリアクルー。「光都・こうべ」
照明デザイン設計競技最優秀賞受賞。著書「VRプレゼンテーションと
新しい街づくり」「はじめての環境デザイン学」など。
ふくだぶろーぐは、http://d.hatena.ne.jp/fukuda040416/
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　夜8時からは、マリーナベイ・サンズ
のビルの頂上部からレーザービームが
放たれ、マリーナベイを舞台として、ス
ペクタクル・ショーが行われる（写真
２）。当日は偶然ながら、本物の稲妻
が飛んでおり、背景を演出してくれた
（その後、雷雨になり大変だったが）。
このように、公共空間（特に、海や川な
どの水辺）などの都市施設をふんだん
に活用してテーマパークさなが
らのショーが行われること
は、昨年も中国・桂林で拝
見したが、確実に増えて
きている。
　写真３は、シティホー
ル付近で偶然撮影した
風景。工事用クレーンが
マリーナベイ・サンズを釣
りあげているように見えた。

ガーデンズ・バイ・
ザ・ベイ
　マリーナベイ開発の一環として、ガ
ーデンズ・バイ・ザ・ベイ（Gardens by 
the Bay）が2012年にオープン（写真
４）。この施設は巨大な植物園であり、
CAADRIA学会では設計者による基

調講演と、計画者による現地ツア
ーが実施された。現在オープ
ンしている「ベイサウス」
地区は、約54ヘクタール
の敷地に、2つのドーム
型温室、18本の「スー
パーツリー」などが完
成。
　ドーム型温室のひとつ
｢フラワードーム｣は、面積

1.2ヘクタール、天井高45メ

ートル、とかなり巨大な無柱空間（写
真５）。温室といっても室内気温は外
気より低い、「冷室」。もうひとつのドー
ム型温室「クラウドフォレスト」は高さ
50mほどの高層庭園。建物に入ると巨
大な人工滝が迎えてくれる（写真６）。
また、スーパーツリーをつなぐ「OCBC
スカイウェイ」は、吊り構造の空中歩
廊。地上22mの位置にあるため、風が
吹くと結構ユラユラ（写真７）。

５　フラワードーム
６　クラウドフォレストの滝

７　OCBCスカイウェイ

５

６

３　クレーンに釣りあげられそうな
　　マリーナベイ・サンズ

２　光と水のスペクタクル・ショー

４　マリーナベイ・サンズからガーデンズ・バイ・ザ・ベイとシンガポール海峡
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シンガポール・リバー・
クルーズ
　マリーナベイに注ぎ込むシンガポー
ル川は、シンガポールの近代化と関わ
りが深い。川沿いには、かつて船運が
盛んな頃に建設され、その後使われな
くなった倉庫群があった。今ではリノ
ベーションされて、川沿いに緑が溢れ
散歩道として整備されると共に、ボー
トキー（Boat Quay）やクラークキー
（Clarke Quay）のような繁華街も見
られる。リバー・クルーズの発着場も数
多い（写真８）。
　シンガポール川の川幅は対岸の様
子まで見える距離。雁木も整備されて
いる。人々が佇む雁木側の街灯は消
されており、暗い遊歩道上から対岸の
賑やかなクラーク・キー・フェスティバ
ル・ビレッジ（Clarke Quay Festival 
Village）をしっかりと眺めることがで
きる（写真９）。対岸では、川べりのカ
フェやバーで飲食や、バンジージャンプ
のようなアトラクションも。
　学会が終わった後、皆でリバー・ク
ルーズ。「あれ、何か違う？やけに静か
だ」と思って船長に聞いてみたら、ボー
トの動力はエンジンではなく電気モー

ター。なので、かなり静か。現在はまだ
ソーラー発電ではないそうだが、赤道
直下のシンガポールならばソーラー発
電も可能に思える。一方、船体のデザ
インはオールドスタイル。甲板や客船に
座ると、川風が心地いい。水面すれす
れから陸とは全く異なるアングルでシン
ガポールの夜景を体感できるゾ（写真
１０、１１）。
　乗船時に受け取ったマップは、英語
の他、日本語、韓国語、中国語、タイ
語、ベトナム語で記載。また、乗船料は
SGD20。大阪のリバークルーズと同じ
くらいだ。

シンガポールの都市
模型
　URA（Urban Redevelopment 
Authority＝都市再開発庁）本社ビル
では、シンガポールのこれまで、そして、
これからの都市計画の内容を模型、ビ
デオ、写真等でわかりやすく展示。例え
ば、時代の異なる定点撮影写真を見比
べることができる展示、VR技術で自分
で都市計画シミュレーションが行える
展示など。
　中でも目玉は、中心市街地の模型。

16km2のエリアが1/400の縮尺で精
巧に作られている（写真１２）。既に
完成した建物はファサードまで作成
されており、計画中の建物はボリュー
ムで表現されている。上階で模型を
眺めるために設けられたモニターを覗
くと、主要な建物の詳しい情報がAR
（Augmented Reality=拡張現実感）
技術により表示される（写真１３）。ま
た、別室には模型制作のスペースがあ
り、専門家によりメンテナンスが小まめ
になされている様子。
　訪問者は、我々のような視察者だけ
でなく、地元の学校が課外授業を行う
スペースとしても利用されていると聞い
た。

９　街灯の消された雁木エリア８　リバー・クルーズ乗り場（クラークキー）

12　中心市街地の都市模型（縮尺1/400）
13　ARによる都市模型の詳細説明

12
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世界のどこかで出会う
　写真１４を見ながら。大学時代から
の友人が赴任先のインドから帰国の
途上、シンガポールでトランジットする
よ、という連絡がフェイスブックに書
き込まれてきた。さらに詳しく聞くと、

大阪への帰国便は私と同じ。という訳
で、シンガポールで落ち合うことに。次
に、緑色のTシャツの女性とも久しぶ
り＆偶然の出会い。彼女は、台湾の劉
育東（Aleppo）教授の卒業生でNext 
Gene21+プロジェクト（2007-08年）
を共に実施した。現在、一時的に国立
シンガポール大学の研究員に勤務中と
のことでサプライズな出会い。白いTシ
ャツの女性は、私の研究室の博士後期
課程の学生で、現在、ドイツ・ハイデル
ベルグ大学に留学中。沢山の偶然がか
み合っての、マーライオン前での、イン
ターナショナルな出会いとなった。こう
して、インド、台湾、ドイツ、日本からひ
とつの場所に出会えるとは、SNSの力
は本当に凄い。
　シンガポールにアクセスしてみてわか
ったこと。それは、関空から深夜23:30
発で発ちシンガポールに朝到
着して、シンガポールで用事を
済まし、その日の深夜便で帰
ってくるという、0泊3日弾丸出
張が可能なこと。この行程で
も、現地に20時間滞在でき、
決して不可能ではなさそう。幸
か不幸か、どうしても～という
時には是非。

　隣国マレーシアのジョホールバルで
は、イスカンダル計画が進行中。これ
は、マレーシアとシンガポールの経済発
展を背景に、2026年までに、シンガポ
ールの約3倍の敷地に、新たな都市を
創ろうとするもの。既にアウトレットモー
ルやテーマパークがオープン。シンガポ
ールとジョホールバルとの関係は、香港
と深圳との関係に近いものを感じた。
　最後に、来年のCAADR IA2014
は、2014年5月14日から17日、京都工
芸繊維大学にて。8年ぶりの日本開催
となり、仲隆介教授を委員長とする、
実行委員会が精力的に準備を進めて
いる。論文（Abstract）〆切は、今月
9月7日。是非、論文投稿と
参加を宜しくお願いしま
す！

11　リバークルーズ：マリーナ・ベイとマーライオン10　リバークルーズ：クラークキー

14　マーライオン前でのインターナショナルな
　　出会い

力

みてわか
深夜23:30

月 日。是非、論文投稿と
参加を宜しくお願いしま
す！

【参考URL】
  CAADRIA2014　http://caadria2014.org/

13
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「スパコンクラウド® CGムービーサービス」では、POV-Rayにより作成した高精細な動画ファイルを提供します。今回の3Dデジタルシ
ティ・シンガポールのレンダリングにも使用されており、スパコンの利用により高精細な動画ファイルの提供が可能です。また、POV-
Rayを利用しているため、UC-win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエディタ等で修正できます。

®

今回は赤道直下の都市国家 シンガポールをVRで作成しました。
シンガポールの象徴的存在であるマーライオンと、マリーナ湾
周辺の近代高層ビル群を再現しています。近年話題の観光地マ
リーナベイ・サンズでは、地上200mにあるサンズ・スカイパーク
（Sands SkyPark）にある屋上プールを作成し、泳いだりテラス
で寛ぐ人々の様子をVRでリアルに表現しました。

VR-Cloud® 閲覧URL
http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-blog22.htm#city

「シンガポール」の 3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ・シンガポール  by UC-win/Road

®

水を噴き上げるマーライオン

シンガポールの街並みと交通 総合リゾートホテル マリーナベイ・サンズ サンズ・スカイパーク（屋上プール）
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®

・クラスターシステムのエッジブレンディング対応
・ACC・自動運転機能追加
・シナリオ拡張
-走行速度、車線、制限速度許容範囲等を動的に指定可能
-先行車両に対する各種コマンド追加
　　　（交通流、マイクロシミュレーションプレーヤーの車両）
・交通スナップショット機能のシナリオ・スクリプト・コンテキスト制御
・道路平面図上の点群表示機能

・ネットワーク・マルチユーザ対応
・モデルパネル・モデルライブラリ機能
・高精度なパラメトリックモデル機能
・交通スナップショット機能
・津波プラグイン機能拡張
　　　（高さによるコンター表示・マスク機能、初期潮位設定、コンター凡例表示）
・マイクロシミュレーションプレーヤーのパフォーマンス向上
・FBXモデルのαチャンネル対応、高度な照明効果に対応
・トレーラーとしての運転シミュレーション、接触判定対応
・ログ機能のマルチユーザ対応、出力速度向上

・カスタムモデル・点群データの読み込み、削除処理
・複数のプラグインが同時にログ取得機能・マイクロシミュレーションプレーヤー
・トレーラ運転

® ・新しいユーザインタフェースによるディスカッションと景観の評価機能
・VR-Cloud®クライアントから任意のプラグインへのアクセス
・UC-win/Road アニメーション再生機能に対応
・レイテンシーの改善
・GUIカスタマイズ用ソースコードを付属
・パフォーマンスと信頼性の向上

® ・ユーザインタフェース、ホームメニューを一新
・VR-Cloud® スクリプトプラグイン実装
-メニューやボタンの追加などユーザインターフェースをカスタマイズ可能
- 公開コンテンツに応じて異なるGUIを開発可能
- カメラ（視点）位置の変更、環境の変更、運転走行の開始など様々なコマンドを実行
・UC-win/Road Ver.9対応

・点群プラグインとの連携

道路最適線形探索システムOHPASSの計算結果について、UC-win/Roadと連携を行う
ことができます。連携を行うことで、計算で得られた線形の結果を即座に可視化すること
が可能となります。

デジタル地形データ上に設計した道路線形をシミュレーション・評価し、事業コスト低減
や土工量バランス改善などを可能にする道路最適線形探索システム。

® 「モバイル対応３D/VRナビゲーションシステム」
特定エリアの施設・地点案内を行うクラウドNAVIシステム。
・各種地点／施設検索、目的別検索、ルート検索
・音声対応３Dナビゲーション、２D地図表示機能
・GPS、加速度＋地磁気センサー対応自車検出
・３D視点切り替え、自動リルート

® スマートフォンなどのインターネット端末から、空き駐車場の検索・予約とVRによるナビ
ゲーションが行えるシステム。

VR-Cloud®で実績のあるマルチメディアクラウドシステムa3Sを用いたアプリケーション
が作成可能な開発キット。
ビデオや音声のストリーミング、高速データ伝送機能等が利用可能で、様々な形態のクラ
ウドシステムを開発することができる。

NNNEEEEEEEWWWWWWWW AAAAAAARRRRRRRRRRRIIVVVVAAAAAAALLLLLLLNEEEEEEEWWWWWWW AAAAAAARRRRRRRRRRRIIVVVVAAAAAAALLLLLLL新製品／新バージョン情報 
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® ・2012年制定コンクリート標準示方書、梁要素の断面照査
・荷重から質量を生成する機能
・平板要素コンタ図切断面の断面力分布図のファイル生成
・CADデータ（DXF/DWG形式）のインポート／エクスポート
・FEM解析後のフレーム要素断面力一覧表
・ファイバー要素の損傷一覧表
・平板要素作成プラグイン「矩形平板」

®
3次元構造解析ソフトウェアMultiframeのデータファイルを、3次元動的非線形解析プロ
グラムEngineer's Studio®のデータファイル形式に変換するプログラム。

® ・ 断面形状の入力と断面定数の自動算出に対応
・連行荷重に分布荷重を考慮。列車荷重「EA荷重」の牽引分布荷重に対応。
・土木構造一軸断面計算オプション追加（別売 120,000）
（道路橋示方書準拠したRC断面に対する許容曲げ応力度照査、曲げ耐力照査、平均せ
ん断応力度照査等、せん断耐力照査、最小鉄筋量の照査。 土木学会コンクリート標準
示方書（H8制定,2002年制定、2007年制定、2012年制定）に準拠した終局限界、使用
限界、疲労限界、耐久性（鋼材腐食-ひび割れ）、断面破壊に対する安全性、疲労破壊に
対する安全性、使用性（応力度制限、外観ひび割れ）の各照査。）

・連続合成桁対応　　・円環断面対応
・印刷書式追加　　　・形鋼対応

▶ 限界状態設計法によるI桁、箱桁の主桁設計計算を行うプログラム。

・SystemBの擁壁、BOXはUC-1最新版対応
・SystemCの自動計算による最適形状との比較検証機能対応 (現行機能を刷新)
・SystemDの応答スペクトル法による動的解析機能対応(現 行機能を刷新)

・電子納品印刷対応（ppf印刷対応）
・下部工設計用反力の算出機能 
・荷重の組合せ機能　

・橋脚－震度算出－落橋防止連携（3製品連携）
-「橋脚－落橋防止システム」のはり設計用荷重連携
-「震度算出－橋脚」からの「落橋防止システム」全体モデル取込
・鋼製ブラケットボルト座標指定対応（縁端拡幅、PC 連結）
・段差防止構造の設計（支圧応力度、耐力の照査）
・平成24年道示対応版オプションを統合

橋梁の架設計算プログラム第１弾。
入力された打設順序に従い、養生期間を考慮したコンクリート打設日の決定を行うプログ
ラム。

▶ ・鋼断面の計算機能
・非合成Ｉ桁断面自動設計機能　　・合成Ｉ桁断面自動設計機能
・Ｉ桁断面連結自動設計

・橋脚－震度算出－落橋防止システム連携（3製品連携）
-「震度算出－橋脚」のはり設計用荷重連携
-「橋脚－落橋防止システム」のはり設計用荷重連携
-「震度算出－橋脚」からの「落橋防止システム」全体モデル生成
・平成24年道示対応版オプションを統合
・段差フーチング時の柱の補強設計に対応

・重力式橋台段差フーチング　　　　　　・段差フーチング土砂形状拡張
・竪壁L1地震時の橋軸直角方向照査　　　・付属設計：側方移動の判定
・翼壁拡張オプション：機能拡張（メッシュ分割追加
・平成24年道示対応版オプションを統合
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・応答スペクトル法による動的解析
・「Engineer's Studio®」へのデータエクスポートに対応

・小判形柱への対応
・平成24年道示対応版オプションを統合

▶ ・段差フーチング（橋軸方向）機能 
・側方移動の判定 
・底版、翼壁拡張オプションの拡張

▶ ・段差フーチング（橋軸方向）機能 
・側方移動の判定 
・翼壁拡張オプションの拡張 
・前後趾と底版中央部の厚さが異なる形

▶ ・H2道示Ⅴに準拠したレベル2地震時柱の保有水平耐力法による照査
・H7復旧仕様に準拠したレベル2地震時柱の保有水平耐力法による照査
・H8道示Ⅴに準拠したレベル2地震時柱の保有水平耐力法による照査
・H14道示Ⅴに準拠したレベル2地震時柱の保有水平耐力法による照査
・H7復旧仕様～H24道示改定前の既設検討・補強設計

▶ ・杭基礎の自動配置計算
・既製杭の自動断面変化位置計算
・斜杭の圧密沈下時の検討

▶ ・自動杭配置機能
・L2塑性化後の地盤定数での常時，暴風時及びＬ１地震時の照査
・圧密沈下が生じる地盤中での斜杭の照査

▶ ・高圧ガス設備等耐震設計指針の2012年版に対応
・平底円筒形貯槽の第2設計地震動における地域係数、算定方法の改正に対応
・基礎及び地盤の耐震設計用許容応力等の算定方法の改正に対応
・脚柱作用力の直接入力に対応
・レベル2地震時における代替評価法に対応
・積雪荷重に対応
・横置円筒形貯槽における地中梁無しモデルに対応

▶ ・土留め壁断面照査単独設計機能
・土留め壁矢板の継手部の断面照査
・周辺地盤への影響検討鉄道基準対応
・周辺地盤FEM解析の強化(土留め壁変形量直接入力)

Ⅱ ・斜め切ばり対応（ラーメンモデル）　　・支保工撤去順序の自由な設定に対応
・切ばり+アンカー併用工の場合で両壁一体解析   ・形状バネの任意区間入力

「耐候性大型土のう積層工法」設計・施工マニュアルに準拠した、耐候性大型土のうを仮
設土留め構造物、仮護岸工、仮締切工に適用する場合の設計計算プログラム。

・斜角：任意荷重対応　　　　　　・門形：多層盛土
・杭基礎：杭種追加（回転杭）　　・配筋データ入力方法拡張（鉄筋本数入力）

▶ ・全体安定検討（円弧すべり）（Advanced）
・衝突荷重拡張
・「地盤改良の設計計算 Ver.3」へのファイル連携
・載荷荷重の傾斜を考慮したクーロン土圧
・試行くさび法時の見かけの震度考慮
・杭基礎時低減係数の地震規模ごとの指定
・軽量盛土の傾斜角度が９０度時の土圧計算
・かさ上げ盛土高比＞１の場合の計算拡張
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▶ ・道路土工 軟弱地盤対策工指針（平成24年8月 (社)日本道路協会） に対応
・鉄道構造物等設計標準・同解説 耐震設計（平成24年9月(財)鉄道総合研究所）に対応
・鉄道構造物等設計標準・同解説 土構造物（平成19年1月(財)鉄道総合研究所）に対応
・設計要領第一集 土工編（平成24年7月東日本高速道路(株)，中日本高速道路(株)，西日
本高速道路(株)）に対応
・港湾の施設の技術上の基準・同解説（平成19年9月，（社）日本港湾協会 記載の『構造
解析係数γa』に対応
・SXFファイル Ver.3.1のファイルがインポートに対応 　

▶ ・柱の埋め込み長計算への対応
・水平方向任意荷重への対応
・杭基礎での腐食代を考慮した計算への対応

・津波作用時の対応　　　・「胸壁工としての設計」に対応　　・土圧強度の直接指定
・波返し工の断面照査　　・「基礎の設 計計算」ファイル連携　

・杭頭補強鉄筋の材質設定を追加
・温度上昇および温度下降を考慮した検討に対応
・乾燥収縮を考慮した検討に対応
・単鉄筋構造による検討に対応
・最小鉄筋量、最大鉄筋量の照査に対応
・開きょの場合に側壁下端照査のモーメントシフトの考慮に対応
・せん断バネの「バネの比λ」の入力に対応 

・固有周期の算出に対応
・常時の荷重組合せケースに対応
・フラットスラブ構造で、柱列帯、柱間帯の配筋データを別々に入力し、RC断面照査に対
応
・安定計算に関する機能追加
・応答変位法で、任意の水平変位振幅入力に対応
・計算書出力において算定内訳が不十分な項目について計算根拠を出力

・RC巻き立て断面寸法の拡張
・必要斜引張鉄筋量算出（常時，L1地震時）
・均しコンクリート設置モデル
・連動荷重入力拡張
・門柱：地震時＋温度変化の組合せケース
・3次元配筋生成及びその表示機能に対応（3D配筋ビューワ、3D配筋CAD対応）
・門柱、側面に設置する管理橋の入力に対応（管理橋なしも可）

・固有周期の算出に対応
・常時の荷重組合せケースに対応
・応答変位法で、任意の水平変位振幅入力に対応
・計算結果一覧表の計算書出力に対応
・M－φモデルによる非線形解析、M-φ関係の直接入力
・モデル形状の拡張と計算に対応

・貯留施設：オリフィス複数ケース　　・洪水吐：正面越流、横越流の越流量計算
・流域：等流流速法のカーベイ式への対応、土地改良事業設計指針「ため池整備」に準
拠した流量の割増に対応

・ESエクスポート　　・L1荷重ケースの水位条件を複数入力
・曲げ破壊型での終局変位算出オプション追加
・門柱（単柱）のせん断スパンを考慮したせん断耐力算出
・設計水平震度khgの直接指定

河川災害復旧護岸工法技術指針（案）及び鉄線籠型護岸の設計・施工技術基準（案）に
準拠したかごマット護岸の設計を行うプログラム

・Automesh対応　　　　　　　・弾性解析における局所安全率対応
・解析条件の計算書作成機能　　・浸透流解析結果のインポート機能

・「擁壁の設計 Ver.13」からのファイル連携　　・建築基準：沈下の検討
・建築基準：円弧すべりの検討
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・多数アンカー工法に対応
・全体安定検討において、マストカットライン、マストカットポイントの指定に対応 

・2D汎用パラメトリックシンボル機能　・JWW・DWG・DXF形式の最新APIへの対応
・ハッチングの枠線の頂点追加機能

▶ ・ 干渉チェック速度改善
・ 報告書出力機能
・ 視点操作性を改善

▶ ・Androidクライアントから操作する3D配筋CADのビューワ
・視点移動はAndroidから操作しやすい独自の機能を実装
・ファイル共有サーバとの連携に対応

・NEXCO 工事記録写真等撮影要領 平成24年7月
・国交省 地籍調査成果電子納品要領 平成25年4月
・農水省の正誤表、工事完成図書の電子納品要領（案）平成23年3月(平成25年3月正誤表)
・地質・土質調査成果電子納品要領（案） 平成24年3月(平成24年7月正誤表)
・農水省H25.03までの正誤表

™ ・3次元モデル作成ツール
・作成した形状のDWGへの出力

道路橋の計画的管理に関する調査研究(H21)、道路アセットマネジメントハンドブック
(2008)に準拠し、道路橋の長寿命化修繕計画の作成を行うプログラム。
・橋梁台帳に基づく橋梁ごとの情報管理
・補修時期・概算工事費の算出
・選択対象橋梁の中における優先順位を検討

・交通流／車線ネットワークの表現に対応
・ブロッキング効果、最適化効果の同ネットワークモデリングに対応
・複雑なシグナルライトのモデルに対応
・信号コントローラ／フェーズに対応
・交通流を個別にコントロール可能
・リンク（接続性）のない交通流にも対応
・常時赤、或いは常時青の信号もモデリングに対応
・フェーズ、段階ごとの最低／最高交通量を算定
・その他の最適化方法（山登り法、シミュレーテッドアニーリング）に対応
・GUI の改善、PDF、Word への出力対応

® スーパーコンピューティングとクラウドを連携させ高度なソリューションを提供するサービス。
【提供サービス】
　・Engineer's Studio®スパコンクラウドオプション
　・スパコンオプション解析支援サービス
　・UC-win/Road　　　 ・CG ムービーサービス
　・風・熱流体スパコン解析、シミュレーションサービス
　・騒音音響スパコン解析、シミュレーションサービス／騒音測定サービス（オプション）
【提供予定サービス】
　・3ds Max・CGレンダリングサービス　　   ・海洋津波解析サービス
　・3DVR クラウド“VR-Cloud®サービス”
　・地盤エネルギーシミュレーション「GeoEnergy」

・UC-1 シリーズ配筋図製品および、UC-Draw ツールズにて標準実装
※対応済み製品：橋脚の設計 Ver.7～ ／橋台の設計Ver.8～／擁壁の設計Ver.10～
　　　プラント基礎の設計／BOXカルバートの設計Ver9～／マンホールの設計Ver.2～
※出力形式：IFC（Industr y Foundat ion Classes）形式、Allp lan形式、3ds形式
フォーマットへの出力

・数量算出計算書のサポート　　・ODF（OpenDocument Format）への対応
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PCに常駐するクライアントプログラムにより、事前に登録したファイルをスケジュール登録
することで、定期的にWEBサーバにアップロードを行い、重要なファイルの自動バックアッ
プを行うサービス。

® VR-Cloud®に最適な高速度グラフィックサーバー「ウルトラマイクロデータセンター®」 
は、 高性能・高コストパフォーマンスを目指すサーバーソリューション。

・ログ解析の集計機能を拡張　　・旧バージョンの製品検出に対応

▶

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・FRAMEマネージャ　　・RC断面計算　　・RC断面計算（カスタマイズ版）
・鋼断面の計算　　・UC-BRIDGE（分割施工対応）　・任意形格子桁の計算
・ 落橋防止システムの設計計算

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・Advanced Suiteに含まれる全製品
・設計成果チェック支援システム　　・FRAME（面内）SDK　　・PC単純桁の設計
・PC上部工の設計計算　　・ポータルラーメン橋の設計計算 

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・橋脚の設計　　・橋脚の設計（カスタマイズ版）
・橋台の設計　　・橋台の設計（カスタマイズ版）
・算震度算出（支承設計）　　・震度算出（支承設計）（カスタマイズ版）
・杭基礎の設計　　　・杭基礎の設計（カスタマイズ版）
・基礎の設計計算　　・基礎の設計計算（カスタマイズ版）
・置換基礎の設計計算　　・フーチングの設計計算

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・Advanced Suiteに含まれる全製品
・ラーメン橋脚の設計計算　　・ラーメン橋脚の設計計算（カスタマイズ版）
・深礎フレーム　　・深礎フレーム（カスタマイズ版） 

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・Advanced Suite、Senior Suiteに含まれる全製品
・RC下部工の設計計算　　・RC下部工の設計計算（カスタマイズ版）
・箱式橋台の設計計算　　 ・箱式橋台の設計計算（カスタマイズ版）
・ラーメン式橋台の設計計算　　・ラーメン式橋台の設計計算（カスタマイズ版）
・PC橋脚の設計計算

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・土留め工の設計（フル機能版）　　・たて込み簡易土留めの設計計算 
・仮設構台の設計　　・二重締切工の設計　　・圧密沈下の計算 
・擁壁の設計　　・BOXカルバートの設計　　  ・斜面の安定計算（対策工対応)

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・Advanced Suiteに含まれる全製品
・切梁式二重締切工の設計　　・補強土壁の設計計算
・PCボックスカルバートの設計計算　　・ライナープレートの設計計算
・アーチカルバートの設計計算　　・管の断面計算 

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・Advanced Suite、Senior Suiteに含まれる全製品
・控え壁式擁壁の設計計算　　・型枠支保工の設計計算 
・遮音壁の設計計算　　　　　・クライミングクレーンの設計計算
・ロックシェッドの設計計算

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・矢板式係船岸の設計計算　　・ 防潮堤・護岸の設計計算
・重力式係船岸の設計計算
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設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・BOXカルバートの設計（下水道耐震）　　・柔構造樋門の設計　　・マンホールの設
計
・調節池・調整池の計算　　・等流・不等流の計算　　・洪水吐の設計計算 

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・Advanced Suiteに含まれる全製品
・下水道管鉛直断面の計算（RC管，陶管）、（強プラ管，ダクタイル鋳鉄管）
・下水道管継手の計算　　・下水道管軸方向の計算　　・ポンプ容量の計算 
・水門の設計計算　　・落差工の設計計算　　・配水池の耐震設計計算
・ウェルポイント・ディープウェル工法の設計計算 

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・Advanced Suite、Senior Suiteに含まれる全製品
・ハニカムボックスの設計計算　　・管網の設計　　・耐震性貯水槽の計算
・水路橋の設計計算　　・パイプラインの計算　　・揚排水機場の設計計算

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・電子納品支援ツール　　・3D配筋CAD　　・UC-Draw
・UC-Draw Tools
　　・Slab bridge （床版橋）　　・ Earth retaining （土留工）
　　・Temporary bridge （仮設構台）
　　・Abutment （橋台）　　・Pier （橋脚）　　・Pile（杭）
　　・Retaining wall （擁壁）　　・Retaining wall elevation （擁壁展開図）
　　・U-type Wall （U型擁壁）　　・Box culvert （BOX）
　　・Flexible Sluiceway （柔構造樋門）　　・ Manhole （マンホール） 

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・Advanced Suiteに含まれる全製品
・コンクリートの維持管理支援ツール（維持管理編）　・BCP作成支援ツール
・地震リスク解析 FrameRisk　　  ・橋梁点検支システム（国総研版）

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・UC-1 for SaaS FRAME面内　　・UC-1 for SaaS RC断面計算 

設計CAD ソフトウェアであるUC-1シリーズ各製品のセット版。クラウド対応、CIM機能強化
【製品構成】
・プラント基礎の設計　　・建築杭基礎の設計計算　　・地盤改良の設計計算
・地下車庫の計算　　・電子納品支援ツール（建築対応） 

UNDER DEVELOPMENTUNDER DEVELOPMENTUNNNNNNDDDDDDEEEEEEERRRRRR DDDDDDEEEEEEEVVVVVVVEEEEELLLLLOOOOOOOPPPPPPMMMMMMMEEUNNNNNNDDDDDDEEEEEEERRRRRRR DDDDDDEEEEEEEVVVVVVVEEEEELLLLLOOOOOOOPPPPPPMMMMMMMEE開発中製品情報

・経済産業省関東経済局より公募された「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」(中小もの
づくり高度化法 )に基づく特定研究開発等計画の認定を受けた開発事業。

・オフィス内の配送作業、情報伝達作業等のオフィスワーカーが必要とする軽作業を支援するサービスロボッ
トの開発。３Dレーザスキャンデータをベースとした３次元空間地図を実装し、自立走行、位置検出及び
Webベースの遠隔制御と管理を含むシステムを提供する。

® ・多点入力その１－節点への時刻歴荷重入力　 ・多点入力その２－加速度を多点入力 / 強制変位の時刻歴入力
・変断面部材と偏心に対応した弾性梁要素　   ・結果ファイルサイズ低減とポストプロセス速度向上

® ・3次元有限要素の静的解析、動的解析、固有値解析、影響線解析 ( １本棒 )
・材料非線形、幾何学的非線形（大変位）、複合非線形
・弾性梁要素 、剛体要素 、ばね要素 、Ｍ－φ要素 、ファイバー要素 、
平板要素（積層 Reissner-Mindlin 理論） 

・平板要素は RC非線形（前川構成則）考慮可

® ・平成 24 年道示対応

・下水道管シリーズ４製品統合
・液状化判定

・異種断面　　・拡底杭
・材質追加　　・計算書出力改善
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●UC-1エンジニア・スイート/CADセミナー
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●橋脚の復元設計セミナー
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杭配置変更

底版幅変更

底版厚変更

剛体判定

杭耐力変更

安定照査(許容)

底版照査(許容)

橋台か

L2安定照査

L2底版照査

終了

杭本数UP

底版幅UP

底版厚UP

杭耐力UP

鉄筋UP

鉄筋UP

橋台前趾長の探索範囲

終了(失敗)

開始

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES前趾長変更

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

●杭基礎の設計セミナー
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Theme2013　“Sustainable Station Front in Global Metropolis”
第３回　学生BIM＆VRデザインコンテスト オンクラウド　第３回　学生BIM＆VRデザインコンテスト オンクラウド　

Cloud Programming World CupThe 
1st

開開発キットト（（SSDDKK））にによよる3DVRアププリリプログラミングの技術を競う！開発キット（SDK）による3DVRアプリプログラミングの技術を競う！

 http://vdwc.forum8.jp詳細、参加申込み、ワークショップ案内

● Virtual Design World Cup／Cloud Programming World Cup開催概要 共通事項

■応募期間･開催日程
　エントリー受付　　   ：2013年   9月30日（月）まで
　応募作品受付　　　 ：2013年10月1日（火）～10月10日（木）[必着]
　審査期間　　　　　 ：2013年10月15日（火）～10月24日（木）
　ノミネート発表　　   ：2013年10月25日（金）
　※ノミネート作品に選ばれたチームは、東京への交通費、宿泊費を
　　援助致します。（各チーム、国内（関東以外）2名、海外1名を予定）

■応募作品の著作権等ついて
（1）本コンペティションを通じて制作されたデータ、作品および成果物

の著作権は、著作者本人にあるものとします。
（2）フォーラムエイトは、著作者が制作したデータ、作品および成果物に

ついて、編集、加工などを行い、対外発表、研究発表、営業活動、広報
活動として、HP、メールニュース、広報誌、書籍、雑誌、新聞等媒体で
の掲載・配布を行うなどの、二次使用許諾権利を持つものとします。

詳細はP.69

BIM/CIMとVRを駆使して
先進の建築土木デザインをクラウドで競う！

■応募資格
　応募作品の制作にあたった参加者がすべて学生であること。
　学生同士のチームや社会人学生、2013年卒業までに作成された卒　
　業研究、制作作品なども対象とする。

■受賞作品表彰式
会場：東京・目黒雅叙園 2階 舞扇　　　開催日：2013年11月21日（木）
午前：The 3rd Virtual Design World Cup /第3回 学生BIM＆VR
　　 デザインコンテスト オン クラウド　公開最終審査
午後：第1回 学生クラウドプログラミングワールドカップ
　　  第3回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド 表彰式
　　  第6回 国際VRシンポジウム

2013年11月開催イベント
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●土留め工の設計セミナー



Up&Coming102 号New Products & Service 51

仮土留め工を用いた掘削

仮土留め壁の種類の選定

仮土留め壁の施工時の検討
（土留め壁の種類に応じて行う）

仮土留め工を用いた掘削による
近接程度の評価

仮土留め壁の引抜き
仮土留め壁の引抜きによる

近接程度の評価
YES

NO

END

STEP2：
仮土留め壁施工時の掘削時の検討

STEP1

地下水位面＜掘削底面の時

地下水位面≧掘削底面の時

(2c－q)/γ×
tan(90°－α)

α＝45°＋φ/2

①継手を含む断面部
②継手を含まない一般断面部

①

①

②

溶接部 母材断面
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●斜面の安定計算セミナー

Σ(c’･l + W’･cos ･tan )Fs
ΣW’･sin 

Σ(c’･l + (W’ｰ )･cos ･tan )Fs
Σ(W’･sin )

Fs

c’

l

W’

Σ(c’･l + (W’ｰu0bｰ )･cos ･tan )Fsd
Σ(W’･sin )

c’

W

l

b

u0
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Σ(c･l + {(Wｰu0b)･cos  - kh ･W･sin  }･tan )Fs
Σ(W’･sin )

Σ(c･l + {(Wｰu0bｰ )･cos  ･tan Fsd
Σ(W’･sin )
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●擁壁の設計セミナー
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●UC-1エンジニア・スイート/CADセミナー
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●UC-1エンジニア・スイート/CADセミナー
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Multiframe
総合情報 
Vol.31

 INFORMATION

for USERS Multiframe
●３次元構造解析セミナー
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MaxsurfMaxsurf
総合情報 
Vol.31

INFORMATION

for USERS

●Maxsurfセミナー
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xpswmmxpswmm
総合情報 
Vol.32

INFORMATION

for USERS

●浸水氾濫津波解析セミナー
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®

®
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単眼立体視

両眼視差による飛び出し感と奥行き感

最先端の3Dコンテンツ技術を紹介

３Ｄ映像の仕組み (4)  ～３D映像と視差～



3Dコンテンツニュース
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RL R L
RL

L R L R LR



3D・VRエンジニアリングサービス3D・VRエンジニアリングサービス 3D レーザスキャナ、3Dプリンタ、BIM対応CADを
活用した総合ソリューション

3D模型サービス
UC-win/RoadやUC-1シリーズ、Allplan
などから出力される3Dモデルを基に、
3Dプリンタで模型を作成するサービ
ス。Zprinter650を使用し、インクジェッ
トによるフルカラー３Dモデルを出力。

Web見積サービス
https://www2.forum8.co.jp/3dmodel/ スパコンクラウド® 

Wind Simulator（風体感システム）

3D図面オプション／報告書・図面トータルサービス

▲配水池モデル

▲3D/2D配筋図

AllplanシリーズのBIM統合ソリューションを用い、3D図面および2D図面を作成。
Allplanビューワとともに色分けした鉄筋状態など標準設定を行ったデータを提供。最
終成果はデータ提出を基本とし、Allplan3次元データ（IFC対応）出力として提供可能。

●3D配筋CADによる
　鉄筋の干渉チェック
　かぶり厚チェック
３D表示による鉄筋の干渉
チェック
鉄筋から躯体面の距離を
測定するかぶり厚チェック

1

2

1

2

●3D配筋CAD 
　　　for SaaS

Android™端末で
3次元図面表示を
サポート

3DS
OSCADY/
TRANSYT
交通解析

xpswmm
氾濫解析

UC-1 土石流
シミュレーション
土石流解析

スパコンクラウド®
大規模解析･シミュレー
ション･CGレンダリング

GIS
地理空間情報 3D点群･

出来形管理

点群モデリング

EXODUS
避難解析SMARTFIRE

火災解析

DesignBuilder
エネルギー解析

UC-win/Road
VR-Cloud®

3D･VRシミュレーション

DXF

OpenMicroSimOSCADY plugin

Micro Simula on 
Player plugin

EXODUS plugin

xpswmm plugin

2D DXF

LandXMLShape

IFC

IFC

IFC

POV-Ray

3DSIFC 3DS

FBX

osc

vrs/vrg

2D DXF

3D DXF
構造解析

Mul frame

(3Dモデリング)
3ds Max

Engineer’s Studio®
構造解析

UC-1 設計シリーズ  
土木設計

電子納品
支援ツール

UC-1 車両軌跡/
駐車場作図システム  
Parking Solution

UC-Draw

橋梁点検システム
3D配筋CAD

CADシステム

IFCSDNF

SXFSXF

LuxRender

3DS

3DS3DS

sup / xpx / csv

建築土木3DCAD
Allplan

3次元鋼構造CAD

AdvanceSteel
AdvanceConcrete

Micro Simula on
交通シミュレーション

®

IM＆VR
 BIM/CIMによる建築土木設計ソリューション



■3Dスキャン出来形管理VRモデリングサービス
3Dレーザスキャニングと3DVRモデリングの組
み合せ比較による出来形管理サービス。お客
様の基本設計データと現場実測データを基に
3DVRモデルデータおよび出来形管理帳票を作
成して納品いたします。

3Dレーザスキャナによる点群の
計測とモデリングをサポート。計
画時に作成された3次元モデルや
VRモデルの完成後に高精度なデータ検証が可能。

設計データ（設計値）と点群データ（実測値）か
ら差分を計測し各種出来形管理帳票を作成。
LandXML等の設計デー
タがすでにある場合は、
出来形を3Dレーザス
キャンで取得すること
で、容易に帳票を作成。

UC-win/Road 3D点群・出来形管理プラグイン

3Dレーザスキャン・モデリングサービス
3Dレーザスキャナ等により計測された点群データの情報を
UC-win/Roadで活用するためのプラグイン。構造物モデリング、道
路作成、地形や建物の計測・測量などさまざまな目的で活用可能。

UC-win/Road 点群モデリング
プラグイン

UC-win/Road
VR シミュレーション

Allplan
3次元土木建築 CAD

EXODUS
避難解析

SMARTFIRE
火災解析

OSCADY/TRANSYT
信号･交差点計画 /交通流解析

xpswmm
氾濫解析

UC-1 Series
土木設計

Engineer’s Studio®
3次元プレートの動的非線形解析

Mu ltiframe
3次元構造解析

AdvanceSteel/Concrete
3次元鋼構造 CAD

DesignBuilder
エネルギー解析

スパコンクラウド®
大規模解析･シミュレーション･
CGレンダリング

VR-Cloud®
クラウド型 VR
合意形成ソリューション

UC-Draw/3D 配筋 CAD
橋梁点検 / CAD システム

UC-1 土石流シミュレーション
土石流解析

The 2nd Student BIM & VR Design Contest
World Cup Award Noah's Ark -Tokyo 2050-

Shibaura Institute of Technology

第3回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド
■エントリー期間：2013年5月1日（水）～9月30日（月）
■応募期間：2013年10月1日（火）～10月10日（木）[必着]
■表彰式：2013年11月21日（木）　会場：目黒雅叙園 2階 舞扇

BIM/CIMとVRを駆使して先進の建築土木デザインをクラウドで競う！

第1回 学生クラウドプログラミングワールドカップ
■エントリー期間：2013年6月上旬～9月30日（月）
■応募期間：2013年 10月1日（火）－10月10日（木）［必着］
■表彰式：2013年11月21日（木）　会場：目黒雅叙園 2階 舞扇

開発キット（SDK）によるクラウドアプリのプログラミング技術を競う！

詳細はP.69

※表示価格はすべて税別です。　※製品名、社名は一般に各社の商標または登録商標です。

DWG

IFC

SXF

3DS

IFC
3DS

UC-Draw

UC-1 for SaaS

（カイザープロジェクト
　研究・開発エンジン）

電子納品
支援ツール

Web対応 グループウェア

　3DCAD Studio™

2 D 3 D V R

クラウド版

3D配筋CAD

3D配筋CAD 
       for SaaS  

クラウド版

UC-win/Road

VR-Cloud®
クラウド版

Allplan 
Enginnering
2D･3DCAD

VRサポート
サービス

3D・VRエンジニア
リングサービス
3D図面サービス
3D模型サービス
3Dレーザスキャン･  
  モデリングサービス

汎用CAD

CIMソリューション  2D・3D図面／VR  連携図／価格

BIM＆VR対応製品群 IFC,DXF などのデータ形式利用で、各種解析ソフト、専用 CADとのスムーズな
連携が可能に。建築土木の新しい設計プロセスを実現します

IFCなどのさまざまなデータ形式との連携により、建築・土木設計をBIMのワークフローで実現。
耐震設計、配筋シミュレーション、各種解析結果の可視化など、建築・土木設計プロセスにおけるデータ活用可能性が広がります。
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Virtual Design World Cup 現地調査ワークショップ
「VRまちづくりシステム体験セミナー」レポート

®
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®

「天井の低いガード下で浸水が心配な箇所、下水処理場から漂う臭気、交通状況など、地図だけ
ではわからないこともある。VRによる風解析や交通解析などのシミュレーションもうまく活用する
とよいのでは」
           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ワークショップ講師・傘木宏夫氏）
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VDWC（学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド）サポート
Virtual Design World Cup Support

CPWC（学生クラウドプログラミングワールドカップ）サポート
Cloud Programming World Cup Support

開発キット（SDK）による
クラウドアプリの
プログラミング技術を競う！

The 2nd Student BIM & VR Design Contest
World Cup Award Noah's Ark -Tokyo 2050-

Shibaura Institute of Technology

BIM/CIMとVRを駆使して
先進の建築土木デザインを
クラウドで競う！

World Cup Award
「Noah's Ark -Tokyo 2050-」
芝浦工業大学 建築設計情報研究
澤田研究室 SWD LAB

World Cup Award
「The Oasis」
金沢大学　金大都市研

第2回 学生BIM＆VR 
デザインコンテスト

第1回 学生BIM＆VR
デザインコンテスト

「建築BIMセッション」でもご講演いただく池田靖史氏（慶應大学教授、
VDWC実行委員長）が中心となって進める国際学生コンペティション
（フォーラムエイト協賛）の作品紹介。ポスターセッション、対象敷地である
日本橋のVRデータによる応募作品のプレゼンテーションを展示します。

第3回 学生BIM＆VRデザインコンテストオン クラウド

第1回 学生クラウドプログラミングワールドカップ

VDWC第1回・2回受賞作品 ポスターセッション

AIAC国際建築設計スタジオ2013

作品データ・ポスター展示

作品応募についての質問や、SDKの活用方法、プログラミング
についての相談・質問などに、フォーラムエイト担当者がお答
えします。

CPWC応募者サポートコーナー

SDKを用いたサンプルプログラム展示

展示販売コーナー   VR-Cloud® SDK解説書
『Androidプログラミング入門』

対象製品： UC-win/Road、UC-win/Road SDK
VR-Cloud®、VR-Cloud®SDK
独自伝送技術 a3s（Anything as a Service）SDK

作品応募についての質問や、対象製品・データ作成等についての相談に、フォーラムエイト
担当者がお答えします。

VDWC応募者サポートコーナー

応募作品における計画・コンセプトの見せ方や、仕上げなどについての最終的なアドバイ
スを、「VRまちづくりシステム」のファシリテータでもある傘木宏夫氏（NPO地域づくり
工房 代表）より行っていただきます。また、関連する内容として、参加型まちづくりにおけ
るVR活用の意義や手法・事例について「VRまちづくりシステム」プレゼンテーションも
実施します。

VDWCワークショップ講師傘木氏によるアドバイスコーナー

対象製品： UC-win/Road（津波、土石流、出来形・点群プラグイン等を含む）
Allplan（Architecture/Engineering）
Engineer's Studio® UC-1シリーズ
DesignBuilder　他

Density of the frontage HIGH(1.9m/1door)

Continuity of commercial use: HIGH

Economic efficiency:(100%-7%)*9-40%=797%

Intensification

Set share offices.Set commericial faxcilities or share offices beside the 

aerial open space.

Define the "core zone".

Set offices.

Build some cores inside the "core zone".

Set residences

Make "Aerial openspace" around the core.

Connect each build with aerial openspace.

I considered that DNA of Nihonbashi is commercial activity appear on 
the ground which has started in the Edo era. 

and underground traffic. In this way, liveliness of the street as 
Nihonbashi style has lost.
To succeed DNA from the Edo era drifting to Nihonbashi while 
maintaining economic effect by intensification, I propose a three-
dimensional store with aerial open spaces.

I considered that DNA of Nihonbashi is commercial activity appear 
on the ground which has started in the Edo era. 
This DNA  decl ines because of the economic effect by 

street as Nihonbashi style has lost.
To maintain economic effect by intensification while succeeding 
DNA from the Edo era drifting to Nihonbashi, I propose a three-
dimensional store by the aerial open space.

Analysis

2.Add a new style to Nihonbashi
Aerial open spaces make a new style as the dispatcj of new commercial businesses.

Additional to the style as the commercial center  succeeded from the Edo era, a new style as the dispatch of new commercial businesses was proposed. 
Residences will use for middle stay of the overseas businessman, and Nihonbashi will be globalized as a commercial dispatch.
I propose new Nihonbashi style as the world center.

3.Design Method

Density of the frontage HIGH(2.9m/1door)

Continuity of commercial use: HIGH

Economic efficiency:(100%-9%)*2=182% 

Edo period: Shinise store

liveliness of the street: HIGH

Prot of "Afredashi" -individual elements on the streets-

2063: three-dimensional store   yb

aerial open spaces
Density of the frontage LOW(9.3m/1door)

Continuity of commercial use: LOW

Economic efficiency:(100%-10%)*4=360%

2013: Move to middle or big buildings

liveliness of the street: MIDDLE

2013:Move to huge buildings

liveliness of the street: LOW

1.Succeed to the DNA of Nihonbashi 

Aerial Edo Market
AIAC 2013 @Tokyu-competitionAzusa Ino, Keio University, Japan

C
huo D

ori

Mitsukoshi

Bikes
small things

Private Things

use
Commercial

Public facility
Hospital

Bank Gallery

Residence
Empty

2."Afredashi" × Usage of buildings

Continuity of commercial use facilitates Afuredashi.

Research

3."Afuredashi" × Density of the frontage

About the density of the frontage is high, Afuredashi 

increases.

DNA of Nihonbashi: Commercial actyvity
                                appear on the ground

New style: business

1.Effects of "Afuredashi"

Afuredashi makes liveliness of the street.

A.between offices

A.between 
offices

B.residence

B.residence

C.commercial1

C.commercial1

D.commercial2

D.commercial2

Density of the frontage HIGH(2.7m/1door)

Continuity of commercial use: LOW

Economic efficiency:(100%-15%)*8=680%

CORE 9% CORE 15% CORE 10% CORE 7%+aerial openspaces40%

S=1:300 S=1:300 S=1:300 S=1:300

commercial

office

share office

residence

office

share office

residence

aerial openspaces
pubric

semi pubric

private

to the world to the world

business
×

commercial

business
×

commercial

business
×

commercial

business
×

commercial

business
×

commercial

business
×

commercial

business
×

commercial

business
×

commercial

business
×

commercial

business
×

commercial

Aerial openspace

Aerial openspace

会議室3

関連製品展示
・UC-win/Road
　（津波、土石流、出来形・点群プラグイン等を含む）

・VR-Cloud®
・Allplan
　（Architecture/Engineering）
・Engineer's Studio®
・UC-1シリーズ
・DesignBuilder
・UC-win/Road SDK、
・VR-Cloud®
・VR-Cloud®SDK
・ a3s（Anything as a Service） SDK

「VRまちづくりシステム」プレゼンテーション
14：00～14：30　16：00～16：30

2つのコンペティションの作品応募期間（10/1～10/10）を前に、応募予定者を対象としたサポートコーナーや、広く一般の参加者も対象とした
プレゼンテーション・関連の展示を実施します。

デザインフェスティバル2013 第 7回デザインコンファレンス
「VDWC/CPWCセッション」のご案内
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http://vdwc.forum8.co.jp/studentBIM1-cpwc.htm

®

®

®

® ®

®
®

コンテスト募集要項
Virtual Design World Cup／Cloud Programming World Cup 
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「図面確認機能」からの図面編集

生成
図面 図面

完成
図面

図面編集
　UC-Draw
　汎用CAD

UC-1 エンジニア・スイート製品の「2DCAD機能」

図面編集生成
図面

完成
図面
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イエイリ・ラボ体験レポート

vol.

イエイリ・ラボ
体験レポート

18



Up&Coming102 号 Ieiri labo78

Ieiri Labo
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●次回の予定

2013年9月20日（金）
　VRまちづくりシステムセミナー
　（Design Festival 2013
　　第７回デザインコンファレンス
　　VDWC/CPWC セッション内）
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ディーラ・ネットワーク・ニュース

®

®

®

®

ConSerVR（エジプト）

®

REPORT
2013年台北市助成国内大学/NPO国際都市設計ワークショップ

2013
28- 2Aug

NETWORK

U&C102-080-084_イベント・セミナー.indd   80 2013/09/03   10:26:59
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国内イベントレポート

REPORT
JIA全国学生卒業設計コンクール2013

2013
29-30Jun

®

®

®

®

®

REPORT
ROBOTECH展 次世代ロボット製造技術展

2013
3- 5Jul

U&C102-080-084_イベント・セミナー.indd   81 2013/09/03   10:27:08



Up&Coming102 号 News & Events82

国内イベントレポート

REPORT
第41回 可視化情報シンポジウム

2013
16-17Jul

®

REPORT
第48回　地盤工学研究発表会

2013
23-25Jul

® ®

REPORT
第4回「震災対策技術展」宮城

2013
8- 9Aug

®

®

U&C102-080-084_イベント・セミナー.indd   82 2013/09/03   10:27:12



Up&Coming102 号News & Events 83

セミナーレポート

®

REPORT
下水道展2013

2013
30Jul-2Aug

金沢事務所開設記念セミナー
2013

12JulREPORT
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セミナーレポート

3Dプリンターシンポジウム
2013

31JulREPORT

 3D フォーラム会員 

 一般  学生 

 連絡先 
3D フォーラム会員 

 シンポジウム

 展示 

会 費 定 員

登 録

日 時

会 場

U&C102-080-084_イベント・セミナー.indd   84 2013/09/03   10:27:17
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イベントプレビュー

PREVIEW
出展イベントのご案内

第1回 学生クラウドプログラミングワールドカップ
■エントリー期間：2013年6月上旬～9月30日（月）
■応募期間：2013年 10月1日（火）－10月10日（木）［必着］
■表彰式：2013年11月21日（木）　会場：目黒雅叙園 2階 舞扇

開発キット（SDK）によるクラウドアプリのプログラミング技術を競う！

The 2nd Student BIM & VR Design Contest
World Cup Award Noah's Ark -Tokyo 2050-

Shibaura Institute of Technology

第3回 学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド
■エントリー期間：2013年5月1日（水）～9月30日（月）
■応募期間：2013年10月1日（火）～10月10日（木）[必着]
■表彰式：2013年11月21日（木）　会場：目黒雅叙園 2階 舞扇

BIM/CIMとVRを駆使して先進の建築土木デザインをクラウドで競う！

®

Ⓡ Ⓡ

Ⓡ　、

Ⓡ

Ⓡ　・

Ⓡ

Ⓡ
Ⓡ Ⓡ

Ⓡ　、 Ⓡ

Ⓡ 
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（備考）特許出願件数には移行したPCT国際出願も含む
（資料）統計・資料編　第1章1.
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17,097
19,850

24,290
26,422

26,935
28,027
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31,524

37,974
42,787

（件）

（年）

（備考）統計・資料編　第3章1．

国内外の特許出願の現状

このコーナーでは、ユーザーの皆様に役立つような税
務、会計、労務、法務などの総務情報を中心に取り上げ
て、わかりやすく紹介していきます。今回は、国内外の特
許出願の現状について説明します。
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144 万件
4割弱が
非居住者
による出願

（備考）PCT国際出願に基づくPCT以降件数を含む。
（資料）WIPO IP Statistics Data Center
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（出願年）

65.3

54.3

34.3

18.5
14.8

中国
（万件）

韓国 欧州
米国 日本

（資料）
JPO 統計資料編　第1章1．
USPTO　　USPTOウェブサイト
EPO EPO　Annual Report（European Patent application参照）
SIPO SIPOウェブサイト
KIPO 2008年～2011年：KIPOウェブサイト
 2012年：KIPO提供資料（暫定値）

342,610

85,184

39,231

23,414

34,993

12,139
28,457

8,129

4,889

5,007

27,289

752

10,560

21,023

29,233

80,314 2,548

1,401

10,545

20,568

15,234

503,582 142,810

178,924526,412

（備考） ・米国はUtility Patentが対象。
 ・枠内の数値は、各国・機関における2011年の
   特許出願率の合計を示す。
 ・欧州からの件数は、2011年末辞典のEPC加盟国の
   出願人による出願件数を示す。
 ・欧州への件数は、欧州特許庁分のみを計上しており、
   各EPC加盟国への出願件数は含まれていない。
（資料）   JPO　　統計資料編2012年度版　第4章2.（1）
     USPTO   USPTOウェブサイト
   EPO　    EPO　Annual Report
   SIPO　   SIPOウェブサイト
   KIPO　   KIPOウェブサイト   
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INFORMATIONINFORMATIONNNNNNFFFFFFOOOOOOORRRRRRMMMMMMMAAAAATTTTTIIIIOOOOONNNNNNNNNNNNNFFFFFOOOOOOORRRRRRMMMMMMMAAAAAATTTTTTIIIIIOOOOONNNNNN営業窓口のお知らせ／ FPBからのご案内

®

オリジナルマウスパッド 2013 オリジナル ECOバッグ オリジナルボールペン オリジナル図書カード500 円
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INFORMATIONINFORMATIONNNNNNFFFFFFOOOOOOORRRRRRMMMMMMMAAAAATTTTTIIIIOOOOONNNNNNNNNNNNNFFFFFOOOOOOORRRRRRMMMMMMMAAAAAATTTTTTIIIIIOOOOONNNNNN営業窓口のお知らせ／ FPBからのご案内

number of users

509,462
146
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フォーラムエイト
FPB景品の販売開始！ 詳細はこちら www.forum8.co.jp/forum8/fpb.htm

1,500 2,200 1,500 1,850 3,200 3,000

®

1,700 1,500 1,700 1,500 2,100 1,974

2,500 2,800 1,000 798 12,100 14,700

2,500 2,900

2,784 3,480 2,500 2,800 3,200 3,800

3,200 3,790 1,280 1,860 1,280 1,860

1,980 1,860 1,980 1,860 3,900 4,000

7,900 9,400 87,000 87,300 4,300 4,600

37,000
25,000 1,800 2,020

14,000 14,100 10,800 9,870 9,600 8,690
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10,000 12,100 30,000 33,300 44,000 50,500

86,000 90,300 1,000 2,430 2,100 4,400

®
®

9,800 11,700 13,700 14,300 17,800 22,300

53,400 54,900 1,400 1,930 2,700 2,430

5,400 5,120 14,600 16,800 29,000 31,700

™

44,000 48,700 95,000 107,980 78,000 88,702

92,000 99,475 73,000 83,032 95,000 107,980

1,200 3,150 1,700 2,140 2,600 2,400

3,300 3,300 9,800 11,500 15,000 16,700

19,100 34,800 33,000 33,900 72,300 78,300

150,000 164,200 7,900 9,500
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SEMINARSEMINAR INVITATIONINVITATIONEEEEMMMMMMINNAAAAARRRRREEEEMMMMMMINNAAAAARRRRR INNNNNNVVVVIIIITTTTTAAAAAATTTTTTIOONNNNNNNINNNNNVVIIIIITTTAAAAAATTTTTTIIOONNNNNNフェア・セミナー情報

Ver.UP

® NEW

Ver.UP

Ver.UP

®

Ver.UP

NEW

®

NEW

®

体験セミナー参加者を対象にVIP迎
車ランチサービスに無料ご招待いた
します（年2回×2名様）。※迎車
は関東1都 6県に限ります。その
他の地域は年2回ｘ 2名様ランチ
サービスとなります。



構造解析／断面
・設計成果チェック支援 　　・Engineer's Studio®（面内）　　・FRAMEマネージャ
・FRAME(面内)　・FRAME(面内)SDK　・RC断面計算　・RC断面計算（中国基準） 
・鋼断面　・鋼断面の計算（限界状態設計法）

橋梁上部工
・UC-BRIDGE　・任意形格子桁　・PC単純桁　・イージースラブ・ラーメン橋
・ポータルラーメン橋　・落橋防止システム　　　・構造解析上部工スイート

橋梁下部工
・橋脚　　　・橋台 　　　・震度算出　　　・RC下部工　　　・ラーメン橋脚
・PC橋脚　・PCウェル式橋脚　・箱式橋台　　　・ラーメン式橋台
・橋台（中国基準）　・フーチング　・下部工基礎スイート 　

基礎工
・杭基礎　　  ・基礎　　  ・深礎フレーム　・3次元鋼管矢板基礎　・プラント基礎　

仮設工
・土留め工　　　・土留め工（弾塑性解析II+）　　　・たて込み簡易土留め　・仮設構台
・土留め工（中国基準）　・二重締切工  ・切梁式二重締切工　・型枠支保工
・ライナープレート　・クライミングクレーン　・耐候性大型土のう

道路土工
・BOXカルバート　　　・擁壁　　　・斜面　　　・PCボックスカルバート
・擁壁（韓国基準）　・控え壁式擁壁　・管の断面　・ロックシェッド　・遮音壁
・アーチカルバート　・トンネル断面　・共同溝　・ 仮設土工スイート  　　　

港湾
・矢板式係船岸 　・重力式係船岸　・防潮堤・護岸　・直杭式横桟橋
・港湾スイート

水工
・BOX（下水道耐震）　　　・マンホール　　　・配水池　　　・柔構造樋門
・揚排水機場　　　・調節池・調整池　・ハニカムボックス
・下水道管鉛直断面（RC管，陶管／強プラ管，ダクタイル）　・下水道管（継手／軸方向）
・耐震性貯水槽　・パイプライン　　　・ポンプ容量　・管網　・水路橋　・水門
・砂防堰堤　・等流　・等流・不等流　・落差工　　　・洪水吐　・ため池
・かごマット　　　・ 砂防堰堤 　　　・xpswmm　・水工スイート　　　

地盤解析／地盤改良
・3次元弾塑性解析GeoFEAS3D　・2次元弾塑性解析GeoFEAS2D
・動的有効応力解析UWLC　　  ・3次元地すべりLEM3D
・3次元浸透流解析VGFlow　　・2次元浸透流解析VGFlow2D
・落石シミュレーション　・土石流　　　・地盤改良　　　・ウェルポイント
・ディープウェル工法　・圧密沈下　・補強土壁　　　・置換基礎

CALS／CAD
・UC-Draw　　　・3D配筋CAD　・電子納品支援ツール　　　・車両軌跡作図　　
・駐車場作図　・UC-Drawツールズ　・F8DocServ　・12d Model
・CALS/CADスイート

維持管理・地震リスク
・コンクリート（ひび割れ調査編／維持管理編）　・橋梁点検支援　・BCP作成支援
・地震リスク解析 FrameRisk　・橋梁長寿命化修繕計画策定支援

建築／プラント
・建築杭基礎　・地下車庫　・DesignBuilder　・Allplan（Architecture/Engineering）
・Multiframe　・buildingEXODUS／SMARTFIRE　・AdvanceSteel/Concrete
・MultiSTEEL　・建築プラントスイート

船舶／避難
・maritimeEXODUS　　・Maxsurf

フォーラムエイトの　　　　 シリーズ ラインナップ 登録ユーザ数　15,771
2013年6月20日現在
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NEW

NEW

NEW

Ver.UP

NEW

Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP

NEW

Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP

Ver.UPVer.UP Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP

NEW

Ver.UP

Ver.UP

NEW

Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP

NEW

NEW
NEW

NEW

土木設計支援UC-1シリーズのスイート版

クラウド機能
ファイル共有機能
ファイル転送機能
ファイルバックアップ機能
フローティングライセンス提供可能

ク
ファイフ

1 2DCAD機能
設計製品へのUC-Draw機
能を標準サポート
電子納品／
SXF・DWG対応

UC-Draw

SXF/AutoCAD/JW-CAD

2
設計

2

BIM
CIM
IFC

CIM機能
統合化によるBIM・
CIM機能の強化
IFC変換強化、
3次元CAD Allplan連携

C
統合

4 サポート､チェック機能

プレミアムサポート対象製品
入力チェックリストの標準サポート
保守サポート契約1年標準
旧バージョン利用可能

サ

プレ
53D配筋機能

3D配筋製品の標準実装と
連携サポート
UC-1 橋脚、橋台、
擁壁、BOX 他対応

3
3DD配D

3

スイート製品
共通５大機能

発
売
中
の
ス
イ
ー
ト
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

Ultimate

仮設土工スイート

・土留め工
・たて込み簡易土留め
・仮設構台
・二重締切工
・BOXカルバート
・擁壁
・斜面安定
・圧密沈下

・Advanced構成 全製品
・切梁式二重締切工
・型枠支保工
・ライナープレート
・クライミングクレーン
・PCボックスカルバート
・アーチカルバート
・控え壁式擁壁
・遮音壁　・ロックシェッド
・管の断面　　・補強土壁

Advanced Ultimate

水工スイート

・BOXカルバート
（下水道耐震）
・マンホール
・調節池・調整池
・柔構造樋門
・等流・不等流
・洪水吐

・Advanced構成 全製品
・下水道管鉛直断面
・下水道管継手
・下水道管軸方向
・ハニカムボックス
・耐震性貯水槽
・配水池　・パイプライン
・管網　・水路橋
・ポンプ容量　・水門
・落差工　・揚排水機場
・ウェルポイント・
　ディープウェル工法

Advanced

建築プラントスイート

・プラント基礎　・建築杭基礎　・地盤改良
・地下車庫　・電子納品支援ツール(建築対応)

Advanced

Ultimate

構造解析上部工スイート

・FRAMEマネージャ
・UC-BRIDGE（分割施工対応）
・RC断面計算
・任意形格子桁
・落橋防止システム
・鋼断面

・Advanced構成 全製品
・設計成果チェック支援システム
・FRAME（面内）SDK
・PC単純桁
・ポータルラーメン橋
・PC上部工

Advanced

下部工基礎スイート
Ultimate

・橋脚　・橋台
・震度算出（支承設計）
・フーチング
・基礎　　・杭基礎
・置換基礎

・Advanced構成 全製品
・PC橋脚　・RC下部工
・ラーメン橋脚
・箱式橋台　・ラーメン式橋台
・深礎フレーム

Advanced

Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP
Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP

NEW

Ver.UP

Ver.UP

Ultimate

CALS/CADスイート

・電子納品支援ツール　・3D配筋CAD　・UC-Draw
・UC-DrawTools 
　 Slab bridge (床版橋)　/　Abutment(橋台)　/　Pier(橋脚)
　 Pile(杭)　/　Earth retaining (土留工)　/　Temporary bridge(仮設構台)
　 Box culvert(BOX)　/　Retaining wall(擁壁)　/　U-type Wall(U型擁壁)
　 Retaining wall elevation(擁壁展開図)　/　Manhole(マンホール)　
　 Flexible Sluiceway(柔構造樋門)

・Advanced構成 全製品
・コンクリートの維持管理
　支援ツール（維持管理編）
・地震リスク解析 FrameRisk
・BCP作成支援ツール
・橋梁点検支援システム（国総研版）

Advanced

NEW

Ver.UP

NEW

NEW

NEW

港湾スイート

・矢板式係船岸　・ 防潮堤・護岸
・重力式係船岸

Advanced SaaSスイート
・UC-1 for SaaS FRAME面内　・ UC-1 for SaaS RC断面計算 Advanced

セミナーの
ご案内 2013年11月13日（水)  有償セミナー



ネットワーク・マルチドライバーに対応
(6Kマルチクラスタ･デジタルサイネージシステム  )

ACC・自動運転機能

パラメトリック３Dモデリング

交通シミュレーション
交通状態保存機能

津波プラグイン拡張道路線形最適化 OHPASSプラグイン

UC-win/Roadデータ変換ツールVer.8、Ver.9対応

Roadデータフリービューワ対応プラグイン

マイクロシミュレーション
プレイヤー拡張ログ機能の強化、拡張

運転シミュレーション､ステアリングハンドル反応性

エッジブレンディング対応

ドライビングシミュレーション関連機能

車間距離による割り込みの再現イメージ 先行車両の情報出力機能

NEW

主要機能強化、ツール拡張 Ver.UP

FBXモデル拡張、高精度モデル対応

10種のツールで構成

UC-win/Road Ver.9 新機能

www.forum8.co.jp



Ⓡ

NEW

http://www2.forum8.co.jp/f3d_estimate/input/

NEW

※表示価格はすべて税別です。　※製品名、社名は一般に各社の商標または登録商標です。
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